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要 旨 

 

目的：アルコールまたはマリファナおよび双方の影響下での運転について、薬物乱用・

精神衛生サービス局による NSDUH （National Survey on Drug Use and Health）のデ

ータに基づく最新の全国推計を報告する。 

 

方法：2002－2014年の調査（National Survey of Drug Use and Health）のうち、自動

車事故が最も多い 16～25歳について、過去 12カ月間の違法薬物、アルコールについて、

運転可能年齢(16～20 歳)および法定飲酒可能年齢(21～25 歳)で、性別・人種別に区分し

解析した。 

 

結果：アルコール単独の影響下での運転率は、16～20 歳で 16.2％から 6.6％に低下、21

～25歳で 29.1％から 18.1％に低下した。また、アルコールおよびマリファナ双方の影響

下での運転率は 16～20歳で 2.3％から 1.4％へ、21～25歳で 3.1％から 1.9％へそれぞれ

低下した。16～20歳のマリファナ単独の影響下での運転率は 18%低下した。 

 

結論：アルコールや薬物影響下での運転率の低下傾向を維持し、公道の安全性を確保す

るためには、今後も飲酒可能年齢を規定した法律、21 歳未満の運転者の飲酒を禁ずる最

低飲酒可能年齢法や、沿道における飲酒検査といった公衆衛生上の介入が必要であり、

さらにマリファナに関しても検出法の改善や運転に対する基準の策定が必要と考えられ

た。 

 

 


